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広報いいで 2

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

表　紙

今月の

目次広報いいで
2009

11

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は、
飯豊町ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
でも紹介しています。
知りたい情報は、「検索キーワード」を、ホームページの
検索ボックスに打ち込んでください。当該ページへ簡単
に移動することができます。

こちらのボックスに
「検索キーワード」を
打ち込んでください。
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 由  紀 さん（32歳）
ゆ き

 理  紗 ちゃん（８歳）
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　お父さんもお母さんも理
容師という田辺さん親子。
仕事柄休日は限られていま
す。子どもたちから「友達
はみんなお出かけしている
よ」と言われて 不  憫 に思う

ふ びん

ことも。でも理沙ちゃん、愛
莉ちゃんの夢は床屋さんに
なること。親の仕事をしっ
かり理解しています。瀬里
加ちゃんは？「…（検討中）」。
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広報いいで 2009/11/123

災 害 に 強 い 町 を 目 指 し て
特 集

―立ち上がる飯豊町の自主防災活動―

町の直下に横たわる

◆震度分布／断層周辺震度７、そのほかの居住地域６強～６弱
◆今後30年以内の発生確率／0.02％以下
※2007年の能登半島地震は、0.1％未満の予測で発生

◆想定される被害

冬　季夏　季建物
総数 半壊棟数全壊棟数半壊棟数全壊棟数

1,2698341,1177345,030

冬季早朝（６時）夏季昼間（13時）夜間
人口

昼間
人口 負傷者死者負傷者死者

63150307179,2048,120

　長井盆地の西側に沿って南北に
伸びる断層帯。その長さは、実に
朝日町から米沢市までの約51㎞に
および、ひとたび地震が発生すれ
ば、ほぼ置賜全域で被害を受ける
ことになる。救助や救援物資が全
町民に到達するには、相当な時間
を要することが予測されている。

D　A　T　E

資料／平成18年３月山形県「山形県地震被害想定調査～長井盆地西縁断層帯及び庄内平野東縁断
層帯～調査報告書」　※建物総数は平成17年１月現在、人口は平成12年度国勢調査による

写真／2007年３月25日に発生した能登半島地震によ
る被害の様子（山形県総務部危機管理室防災課提供）

長井盆地西縁断層帯

自然災害の少ない土地柄

「油断」が最大の弱点
置賜地方は自然災害が比較的少ない地域と言われている。
災害が少ないのは幸せなことである反面、
「うちは大丈夫だ」という油断につながっていないだろうか？
本町の直下には長井盆地西縁断層帯があり、
昭和42年には羽越水害を経験している。
自主防災は、防災意識を高め、訓練を重ねることで
災害発生時に最大の力を発揮する。
町の自主防災活動の現状などを取材した。



広報いいで 4

特集◎災害に強い町を目指して
―立ち上がる飯豊町の自主防災活動―

地
域
住
民
総
参
加
の
訓
練
を
実
施

　

十
月
十
八
日
、
第
一
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
主
会
場
に
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
た
。
訓
練
は
、
長
井
盆
地
西
縁
断

層
帯
を
震
源
に
し
た
直
下
型
大
地
震
の

発
生
を
想
定
。
中
・
萩
生
・
黒
沢
地
区

住
民
を
は
じ
め
、
町
消
防
団
、
西
置
賜

行
政
事
務
組
合
消
防
署
員
、
関
係
機
関

職
員
な
ど
約
四
百
名
が
訓
練
に
臨
ん
だ
。

　

訓
練
の
重
点
は
、
①
初
動
態
勢
②
避

難
誘
導
体
制
③
避
難
所
設
置
運
営
能
力

④
地
域
住
民
参
加
の
主
体
的
防
災
活
動

の
四
点
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

部
落
長
が
先
頭
と
な
っ
て
指
定
避
難

所（
第
一
小
体
育
館
）へ
地
区
住
民
ご
と

に
避
難
す
る
「
避
難
活
動
訓
練
」
を
皮

切
り
に
、
十
四
種
の
訓
練（
左
表
）を
行

い
、
町
の
防
災
体
制
な
ど
を
確
認
し
た
。

町
の
自
主
防
災
組
織
の
現
状

　

今
回
の
訓
練
の
特
徴
と
し
て
、
自
主

防
災
組
織
が
、
例
年
よ
り
も
多
い
四
団

体
参
加
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

中
部
地
区
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

平
成
十
九
年
ご
ろ
か
ら
町
内
全
域
で
自

主
防
災
組
織
の
結
成
が
増
え
た
こ
と
が

理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
大
き
な
目
的
は
、

災
害
時
に
お
い
て
行
政
な
ど
の
公
的
な

救
援
だ
け
に
頼
ら
ず
、
自
分
た
ち
で
迅

速
に
救
助
活
動
を
行
え
る
体
制
を
整
え

て
お
く
こ
と
に
あ
る
。「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精

神
に
も
と
づ
く
。

　

近
隣
市
町
の
世
帯
数
に
対
す
る
自
主

防
災
組
織
の
組
織
率
を
見
る
と
、
山
形

県
の
調
べ
で
は
、
今
年
九
月
三
十
日
現

在
、
長
井
市
が
六
二
・
八
㌫
、
白
鷹
町
が

七
〇
・
二
㌫
、
小
国
町
は
二
四
・
七
㌫
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
本
町
は
、

三
五
・
七
㌫
と
長
井
市
、
白
鷹
町
よ
り
も

遅
れ
を
と
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
地
域
単
位
で
の
防
災
活
動

を
重
視
し
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
の

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
担
当
は
、

役
場
住
民
税
務
課
生
活
環
境
室
。
設
立

に
必
要
な
費
用
の
補
助
や
備
品
の
調
達

に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
地
区
で
検
討
し
て
欲
し

い
。

自 主 防 災 組 織 推 進 セ ミ ナ ー 開 催

「今なぜ自主防災組織～中越大震災から学ぶ～」と題し、被災体
験にもとづく自主防災組織の必要性を説きます。ぜひ皆さんの
防災活動の参考にしてください。参加費無料。
◆問合せ先／役場住民税務課生活環境室拶72―2111内線131

訓　練　内　容時刻

緊急招集訓練7:00

消防訓練7:20

現地対策本部設置運営訓練
災害情報収集・伝達訓練8:00

被災地調査訓練8:05

広報活動・避難（救護）活動・
避難所設置運営・応急手当・
緊急物資輸送対策訓練

8:20

自主防災訓練（炊き出し訓練）8:30

自主防災活動訓練
（救出救助・初期消火・応急手
当訓練）

9:25

ライフライン応急訓練
（道路復旧・救出救助訓練）10:10

ライフライン応急訓練
（応急給水訓練）10:30

水防訓練10:50

虚地域住民による避難訓練。部落ごと
にまとまり、避難所の第一小に徒歩で
避難　許石原部落自主防災会の女性た
ちによる炊き出し訓練。協力し合いお
にぎり約100個を作った　距中ノ目南
部落による初期消火訓練。薬剤と白煙
が舞う　鋸町消防団第４分団による水
防訓練。連携の取れた訓練を披露

photograph

虚

距

鋸

許

世帯数構成部落結成年月日組　織　名

39中北中北特別消防

43西向1983/04/01西向予備消防団

38昭和1996/04/01昭和部落消防協力班

51東山2002/04/01東山自主防災会

64松原2005/07/01松原自主防災会

80向原・向原北・荻2006/04/16手ノ子川東自主防災会

137地区内全部落2007/03/20中津川地区自主防災会

100石原2007/04/01石原部落自主防災会

39下町2007/04/09下町地区自主防災会

126中ノ目南2008/03/25中ノ目南部落自主防災会

18西高峰2009/04/01西高峰部落自主防災会

27坪沼2009/04/01坪沼部落自主防災会

54上代2009/08/01上代地区自主防災会

816組織加入世帯数合計祇

2,302全町世帯数義

35.4％組織率…祇÷義

自主防災組織の結成状況 （平成21年10月末日現在）

※世帯数は、平成21年10月末日現在

1１月１９日詳 18:30～20：00
町民総合センター「あ～す」

防災意識と訓練が
災害時に力を発揮

いつ起こるかわからない自然災害。対策は
「備え」以外にない。総合防災訓練の様子
と町内の自主防災組織の結成現状を報告

総合防災訓練の経過（主会場／第一小学校）

講
師
小千谷市自主防災組織連

絡協議会長　風間久司氏



　

自
主
防
災
会
が
設
立
さ
れ
る
前
の
年
、

手
作
り
の
「
防
災
広
報
」
を
十
号
に
わ

た
り
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
目
的
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
自
主
防
災
組
織
の
必

要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。

万
が
一
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
防

災
体
制
が
何
も
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、

み
ん
な
が
右
往
左
往
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。「
互
い
に
困
ら
な
い
よ
う
に
助

け
合
う
体
制
を
作
ろ
う
」
と
い
う
こ
と

で
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
賛
同
を
得
て
設

立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
部
落
は
町
内
で
最
も
世
帯

数
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、

避
難
・
救
助
活
動
の
体
制
と
し
て
部
落

内
を
五
班
に
分
け
ま
し
た
。
災
害
時
は
、

班
ご
と
に
、
各
世
帯
の
安
否
確
認
や
避
難
、

救
助
活
動
な
ど
を
共
に
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
区
内
の
助

け
合
う
協
力
体
制
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

町
の
総
合
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
独

自
の
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
に
は
た
だ
避
難
す
る
の
で
は
な
く
、

非
常
時
に
持
ち
出
す
物
品
の
確
認
と
、

火
の
元
栓
を
閉
め
、
戸
締
り
を
確
認
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

町
の
指
定
避
難
所
ま
で
の
間
は
、
一
本

の
ロ
ー
プ
を
班
ご
と
に
全
員
で
握
っ
て

歩
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

さ
さ
や
か
で
も
日
ご
ろ
の
訓
練
の
積

み
重
ね
が
、
非
常
時
に
冷
静
な
対
応
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中ノ目南部落自主防災会
設立／2008年４月　世帯数／126世帯（10月末日
現在）　うち高齢者のみ世帯／約12世帯（中ノ目南
部落自主防災会調べ）　特徴／アパートや集合住宅
が多数存在している地域。大きな工場も存在する

中ノ目南部落自主防災会

部落長 髙橋 利  一 さん
とし かず

リーダー・インタビュー 虚
自主防災組織

「自分たちの地域は自分たちで守る」。
総合防災訓練に参加した２つの自主
防災組織に活動内容などを聞いた

Leader interview

町
内
一
の
世
帯
数
。
５
班
に
分
け
て
、

部
落
内
の
協
力
体
制
を
明
確
化

　

年
一
回
、
地
区
の
全
世
帯
を
対
象
に

公
民
館
に
集
ま
っ
て
防
災
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
消
防
署
飯
豊

分
署
の
方
か
ら
消
火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を
教

わ
っ
た
ほ
か
、
西
置
賜
防
災
セ
ン
タ
ー

所
長
を
お
招
き
し
講
演
会
を
開
く
な
ど
、

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
訓
練
終
了
後
に
は
、

芋
煮
会
で
部
落
内
の
交
流
を
深
め
る
の

が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
助
活
動
に
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

リ
ヤ
カ
ー
、
発
電
機
な
ど
の
備
品
は
、

「
宝
く
じ
助
成
」で
約
百
万
円
を
か
け
て

準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
極
力
、

自
分
た
ち
の
負
担
が
少
な
く
済
ん
だ
こ

と
は
、
組
織
の
立
ち
上
げ
に
大
き
く
役

立
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
。

　

地
区
内
で
は
三
十
五
年
ほ
ど
前
、
地

元
の
工
場
か
ら
出
火
す
る
大
火
災
が
あ

り
ま
し
た
。
隣
接
す
る
私
の
家
ま
で
火

の
粉
が
舞
い
、
幸
い
に
し
て
燃
え
移
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
怖
い
思
い

を
し
た
の
を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
火
災
の
あ
と
、
工
場
の

東
側
に
は
、
消
火
活
動
を
目
的
と
す
る

道
路
が
、
町
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
今
で
も
私
た
ち
は
そ
の
道
路
を

「
防
災
道
路
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
体
験
や
教
訓
を
若
い
人
た
ち
に

伝
え
な
が
ら
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石原部落自主防災会
設立／2007年４月　世帯数／100世帯（10月末日
現在）　うち高齢者のみ世帯／約15世帯（石原部落
自主防災会調べ）　特徴／比較的住宅が密集して建
てられている地域。大きな工場も存在する

石原部落自主防災会

部落長 伊藤 幸  一 さん
こう いち

今
で
も
地
域
に
残
る
「
防
災
道
路
」

災
害
の
怖
さ
を
伝
え
な
が
ら
活
動
を

広報いいで 2009/11/125
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特集◎災害に強い町を目指して
―立ち上がる飯豊町の自主防災活動―

救助も避難も複数で冷静に
消防署飯豊分署救命士

 小  関  新  一 補 佐
こ せき しん いち

災害時はだれでも精神的に混乱するは
ずです。救助や避難をすべて１人でし
ようとすると、冷静さを失い２次災害
に巻き込まれる可能性が高くなります。
近所の人たちと複数で話し合いながら
行動することで、より善処な救助・避
難ができるようになります。

adviser's voice
飯 豊 町 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ

防災に必要な町の情報が
すべて掲載されています

飯豊町洪水ハザードマップ

昨年４月に全戸配布された「飯豊町洪
水ハザードマップ」は、洪水だけでな
く、すべての自然災害に対応できる防
災マニュアルです。避難所の位置、非
常時持出品リスト、災害用伝言ダイヤ
ルまでと家族の防災会議に役立ちます。
◆問合せ先／役場地域整備課建設室 

拶72―2111内線156

総合防災訓練で見事な応急
手当訓練を披露する普及員

いいで応急手当普及員会
2002年７月設立／田辺隆会長／応急手当普及員有資格者31名で構成

心肺蘇生法など
応急手当を学べる講習会

いいで応急手当普及員会では、自主防災
組織はもちろん地区やサークルなど団体
単位での救命講習会を行っています。Ａ
ＥＤ（自動体外式除細動器）操作を含む心
肺蘇生法などを学ぶことができます。年
齢は問わず、講習時間は１～２時間程度。
希望日の２週間前までに予約が必要です。
◆申込・問合せ先／消防署飯豊分署　 

拶72―2222

IIDE FIRST AID INSTRUCTORS

心肺蘇生法の会得
人命救助の分岐点

災害時、より多くの救命には「自助・互助・公助」
の連携が欠かせない。行政や消防の救助を待つ
だけでなく、自らが救助する立場へチェンジ

い
い
で
応
急
手
当
普
及
員
会

　

防
災
用
語
に
「
自
助
・
互
助
・
公
助
」

が
あ
る
。
自
助
は
、
自
分
の
身
を
自
分

の
力
で
守
る
こ
と
。
互
助
は
、
住
民
同

士
で
助
け
合
う
こ
と
。
公
助
は
、
行
政

な
ど
公
の
機
関
に
よ
っ
て
助
け
る
こ
と
。

こ
の
三
つ
の
連
携
が
、
災
害
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
「
互
助
」
を
考
え
た
と

き
、
災
害
時
、
自
分
が
負
傷
者
に
対
し

で
き
る
こ
と
は
何
か
？　

救
急
車
を
呼

べ
る
余
裕
も
な
い
状
況
下
で
は
、
近
く

の
人
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
自
分
の
力

で
応
急
手
当
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 
心  
肺  
蘇  
生  
法 
を
会
得
し
て
い
る
か
、

し
ん 
ぱ
い 

そ 

せ
い 
ほ
う

 
否 
か
が
人
命
を
救
う
分
岐
点
と
な
る
。

い
な

　
「
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
方
が
、

心
肺
蘇
生
法
を
身
に
つ
け
て
く
れ
れ
ば
、

自
分
も
助
け
て
も
ら
え
る
し
、
家
族
も

助
け
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

に
『
い
い
で
応
急
手
当
普
及
員
会
』
の

根
本
的
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
」

　

い
い
で
応
急
手
当
普
及
員
会
（
以
下
、

普
及
員
会
）
の
田
辺
隆
会
長
（
添
川
）

は
そ
の
よ
う
に
語
る
。

応
急
手
当
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団

　

応
急
手
当
普
及
員
は
、
必
須
二
十
四

時
間
の
養
成
講
座
を
受
講
し
、
資
格
を

得
た
応
急
手
当
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。
現

在
、
三
十
一
名
が
普
及
員
会
に
所
属
し
、

住
民
へ
の
普
及
活
動
に
当
っ
て
い
る
。

全
員
が
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

誤
解
し
て
い
け
な
い
の
は
、
彼
ら
は
救

助
隊
員
で
は
な
い
こ
と
。
応
急
手
当
が

で
き
る
人
材
を
町
内
に
一
人
で
も
多
く

育
成
す
る
こ
と
が
任
務
な
の
だ
。

　

普
及
員
会
は
、
置
賜
農
業
高
校
飯
豊

分
校
生
や
町
民
プ
ー
ル
監
視
員
、
学
校

の
先
生
な
ど
に
普
通
救
命
講
習
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
は
救
護
所
で
待
機
す
る
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
活
躍
し
て
い
る
。

　

普
及
員
会
は
、
災
害
や
事
故
に
対
し
、

「
互
助
の
力
」を
発
揮
す
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
立
ち
上
が
っ
た
エ
キ
ス
パ
ー

ト
集
団
な
の
で
あ
る
。
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Leader interview
　

最
も
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い

こ
と
は
、
人
は
心
臓
が
停
止
し
、
三

分
か
ら
四
分
以
内
に
血
液
が
脳
に
届

か
な
い
と
脳
細
胞
が 
壊  
死 
し
、
脳
障

え 

し

が
い
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

消
防
署
飯
豊
分
署
の
救
急
車
は
一

台
で
す
。
ま
た
、
救
急
車
が
現
場
に

到
達
す
る
平
均
時
間
は
六
分
か
ら
七

分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
の

時
間
帯
が
い
か
に
重
要
か
が
わ
か
り

ま
す
。
仮
に
な
ん
ら
か
の
救
命
処
置

で
命
が
助
か
っ
た
と
し
て
も
、
脳
に

障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
え
ば
、
本
人

は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
に
も
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
人

工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
と
い
っ
た
一
連
の
心
肺
蘇

生
法
が
で
き
る
か
、
で
き
な
い
か
が
、

現
場
で
大
き
な
鍵
と
な
る
の
で
す
。

　

今
、
町
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
整
備
が
進
め
れ
て

い
ま
す
が
、「
設
置
さ
れ
た
か
ら
も

う
安
心
」
と
い
う
話
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
A
E
D
を
取
り
に
行
く
時
間
や

使
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
適
切
な
操

作
な
ど
、
考
慮
し
マ
ス
タ
ー
す
べ
き

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
応
急
手
当
普
及
員
は
、
少

し
で
も
多
く
の
方
に
A
E
D
を
使
っ

た
心
肺
蘇
生
法
を
覚
え
て
も
え
る
よ

う
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
指
導
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
人
命
に
関
わ
る

こ
と
な
の
で
、
応
急
手
当
は
敬
遠
し

た
く
な
る
事
柄
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
人
ひ
と
り
が
技
術
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
、
は
じ
め
て
災
害
に
強
い
町

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
親
子
で
講
習
会
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
も
「
人
助

け
の
心
」
を
学
ん
で
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

心肺蘇生法をマスターし、災害に強い町に

　

万
が
一
、
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
道
路
や
橋
が
寸
断
さ
れ
、
遠
隔

の
地
域
に
救
助
に
入
る
ま
で
相
当
な

障
害
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
冬
季
で
あ
れ
ば
、
雪
と
寒
さ

が
障
害
と
な
り
、
被
害
の
拡
大
は
も

ち
ろ
ん
、
救
助
活
動
も
相
当
に
支
障

を
き
た
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

飯
豊
分
署
で
は
、
ポ
ン
プ
車
と
救

急
車
を
五
人
の
職
員
で
運
用
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
つ
の
災
害
現
場
し
か
対

応
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
火

災
が
広
範
囲
に
渡
る
場
合
は
、
す
べ

て
の
場
所
に
同
時
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
防
団

員
自
身
も
被
災
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
消
防
力

は
お
の
ず
と
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
不
足
し
た
力
を
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
自
主
防
災
や
応
急
手
当
に
よ
っ

て
、
緊
急
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、

補
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
で
は
、
救
助
さ
れ
た
人

の
九
五
㌫
が
、
家
族
や
隣
人
に
よ
っ

て
救
助
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
直
後

に
助
け
合
え
る
人
は
、
隣
人
以
外
に

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
消
防
署
職
員
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
も
任
務
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
被
災
地
の
人
た
ち
が
話
す
の
は

「
ま
さ
か
自
分
た
ち
が
…
」「
ま
っ
た

く
備
え
が
な
か
っ
た
…
」
と
い
う
言

葉
で
す
。
過
去
の
教
訓
を
無
駄
に
せ

ず
、
日
々
危
機
感
を
も
っ
て
防
災
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

職
員
一
同
、
各
種
防
災
訓
練
の
充
実
、

自
主
防
災
組
織
や
応
急
手
当
普
及
員

と
の
連
携
、
住
宅
用
火
災
報
知
機
の

普
及
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
「
予
防
消
防
」
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

地域の防災力を高めるのも大事な任務

Tanabe Takashi

Sato Toru

さとう・とおる◎1950年10月、黒沢生まれ。73年に消防士
となり、西置賜行政組合消防本部、小国分署、飯豊分署主
幹などを経て今年４月から現職。趣味は読書。黒沢在住

たなべ・たかし◎1960年９月、添川生まれ。自営業。25歳
で飯豊町消防団入団。第３分団長、本部分団長などを経て、
07年４月から副団長を務めている。二女の父。添川在住

リーダー・インタビュー 許
自助・互助・公助

公助の限界は、自助と互助が補うし
かない。それぞれの立場で災害に立
ち向かう救助活動のあり方を聞いた

いいで応急手当普及員会
田辺 隆 会長

消防署飯豊分署
佐藤 享 分署長
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　反応はないが正常な呼吸があ
る場合に救急車を待つ体位です。
　下あごを前に出し、上側の手
の甲に顔をのせます。さらに上
側の膝を90度に曲げて、傷病
者が倒れないようにします。

回 復 体 位

特集◎災害に強い町を目指して
―立ち上がる飯豊町の自主防災活動―

すぐに役立すぐに役立つつ

応急手応急手当当

チェックチェック！！

AEAEDDの設置場の設置場所所

　日常生活でも役立つ応急手当
をいいで応急手当普及員の井上
弘子さんがレクチャー。いち早
い対応で家族を守ろう！

　町では、安全・安心なまちづ
くりを目指し、AED（自動体外
式除細動器）の整備を進めてい
ます。10月末日現在で、町が配
置したAEDは右表のとおりで
す。どうぞ参考にしてください。

　町では、地域の消防力を高め
るための環境づくりを進めてい
ます。今年度は、消防ポンプ自
動車２台の配備と耐震型防火水
槽５基を整備します。

※傷病者に意識がある場合
　背部叩打法です。いすに
座らせた状態で、傷病者の
頭を下に向けます。
　手の付け根で肩甲骨の間
を力強く何度も連続してた
たきます。

気道異物の除去

手のひらを少し
丸めるようにし
てたたきます

傷病者の骨に押し
当てるような気持
ちで圧迫します

　直接圧迫止血法です。き
れいなガーゼやタオルなど
を重ねて傷口に当て、その
上を手で圧迫します。
　病気などの感染防止のた
め、直接血液には触れない
ように、できるだけビニー
ル袋などをはめましょう。

出血時の止血法

いいで応急手当普及員
井 上 弘 子 さ ん

　もし皆さんが傷病者に遭遇し
たら、勇気を持って声をかけて
あげてください。手当てをして
いる間は「しっかり！」などと
声をかけ、安心感を与えてあげ
ることも大切です。応急手当の
技術は、何度も受講して体で覚
えることで、いざというときに
迅速な行動が可能になります。

いのうえ・ひろこ
会社員・飯豊町消防団本
部部長。高峰在住

何度も受講して身につけて

adviser's voice

吐物による窒息を避
けるため、必ずあご
を上に向けます

第一小中部地区
公民館中部地区

役場第二小飯豊中
スポーツセンター

白椿地区
公民館

白椿地区
なでしこ
ハウス

介護老人保健
施設「美の里」

健康福祉
センター

添川小東部地区
公民館東部地区

手ノ子小西部地区
公民館西部地区

白川荘中津川小中中津川地区
公民館中津川地区

町で設置したAED

※町内５つの保育園、幼稚園、児童センターには11月中に導入予定です。

中部地区公民館の正面玄関に
設置されたAED（上）とAED
を使った救命処置の様子（下）

火災に強いまち火災に強いまちをを

つくるためにつくるために……

消防団員の減
少による消防
力低下を補う
ため、機動能
力の高い消防

ポンプ自動車２台を導入します。１台
の車両で２本のホースが接続でき、双
方向からの放水が可能になります。
　車両は、第３分団第３部第１班（添
川）と第４分団第１部第１班（手ノ子）
に配備されます。

導入予定の消防ポンプ車

消火活動に欠
かせない水を
確保するため、
耐震型防火水
槽を整備しま
す。貯水容量

は40立法メートル。昨年度は４基
を設置し、今年度は中北、深淵、上
代、小白川、上原地区の５カ所に来
年３月までに整備される予定です。

地中に埋設される防火水槽

消 防 ポ ン プ 自 動 車 配 備

耐 震 型 防 火 水 槽 整 備
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ごとう・ひろのぶ◎飯豊町副町長。1946年７月、萩生生まれ。70年早稲田大学政治経済学部
卒。同年より野村證券入社。00年同社副社長に就任。野村総合研究所副会長などを経て今年
６月から現役を退く。趣味はスポーツ観戦。信条は「逆境順境」。逆境のときこそチャンスが
あり、順境のときは気を引き締めなければならない。妻和子さんと二人暮らし。萩生在住

 

 
副
町
長
に
就
任
さ
れ
て
の
心
境
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

後
藤　

役
割
に
伴
う
責
任
の
大
き
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の
中
で

希
望
に
溢
れ
、
だ
れ
も
が
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
町
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

 
副
町
長
の
職
を
引
き
受
け
た
理
由

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

後
藤　

後
藤
町
長
か
ら
「
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
が
あ
る
な
ら
ば
一
緒
に
町
の
こ

と
を
考
え
て
み
な
い
か
」
と
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
に
打
た
れ
、

自
分
が
、
町
長
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば

と
決
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
の
は
、

「
ふ
る
さ
と
」に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
温

か
く
見
守
り
、
支
え
て
く
れ
た
近
所
の

人
た
ち
、
友
人
、
先
輩
た
ち
の
存
在
が

あ
り
、
家
の
二
階
ま
で
雪
が
積
も
る
厳

し
い
冬
は
心
身
を
鍛
え
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
ふ
る
さ
と
に
感
謝
し
、

恩
返
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。

 

 
ど
ん
な
町
に
し
た
い
と
い
う
願
い

が
あ
り
ま
す
か
？

後
藤　

一
人
ひ
と
り
の
立
場
、
価
値
観

が
異
な
っ
て
い
て
も
、
だ
れ
も
が
自
分

の
夢
や
幸
福
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

結
果
は
必
ず
し
も
平
等
に
は
な
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
チ
ャ
ン
ス
は
常

に
平
等
に
あ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
活
気
と
希
望
に
溢
れ

る
町
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

 

 
今
の
町
の
抱
え
る
課
題
は
何
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
か
？

後
藤　

飯
豊
町
の
み
な
ら
ず
全
国
的
な

課
題
と
思
わ
れ
る
人
口
減
少
、
高
齢
化
、

雇
用
機
会
の
減
少
な
ど
は
″
時
間
軸
”

を
認
識
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
飯
豊
町
固

有
の
課
題
は
、
町
の
皆
さ
ん
が
日
々
の

生
活
の
中
で
認
識
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。「
課
題
は
こ
れ
だ
」と
私
が
思
い
込

む
の
で
は
な
く
、
今
、
何
に
お
困
り
な

の
か
、
ど
ん
な
行
政
の
施
策
を
求
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、
直
接
町
の
皆
さ

ん
か
ら
お
聞
き
し
て
、
汗
を
流
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

 
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
で
得
た
経

験
や
知
識
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
か
？

町の皆さんと直接向き合い
課題の把握と問題の解決を

後
藤　

ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
お
客
様

に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一
で
す
。

行
政
も
一
緒
だ
と
考
え
ま
す
。
町
の
皆

さ
ん
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
現
場
で
的

確
に
把
握
し
、
解
決
に
向
け
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
経
験
や
知
識

を
生
か
す
と
い
う
よ
り
も
、
真
っ
白
な

気
持
ち
で
町
の
皆
さ
ん
と
向
き
合
う
姿

勢
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 
若
者
が
定
住
す
る
た
め
に
必
要
な

雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
？

後
藤　

企
業
誘
致
は
、
雇
用
創
出
の
面

で
行
政
と
し
て
大
切
な
仕
事
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
本
町
に
は
豊
か
な
自
然

や
温
か
い
人
柄
な
ど
魅
力
的
な
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
生
か

し
て
、
結
果
的
に
企
業
が
「
飯
豊
町
に

お
願
い
し
た
い
」「
飯
豊
町
で
や
り
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
、

今
の
よ
う
な
不
況
下
に
あ
っ
て
は
、
飯

豊
町
が
自
律
す
る
こ
と
も
同
時
に
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
町
に
あ
る
も
の
を
生

か
し
、
町
内
で
経
済
活
動
を
循
環
さ
せ

る
方
法
の
模
索
も
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

 
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

後
藤　
「
滅
私
奉
公
」に
尽
き
ま
す
。
誠

心
誠
意
、
職
務
に
あ
た
る
決
意
で
す
。

後
藤
町
長
と
共
に
、
幸
せ
が
実
感
で
き
、

将
来
性
を
体
感
で
き
る
町
を
目
指
し
て

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Goto Hironobu

11月１日付けで副町長に就任した

後藤博信副町長に心境などをインタビュー

後藤町長の熱意を受けて「にぎわい再現」を目指す

INTERVIEW◎就任の決意を語る

後 藤 博  信 副 町 長
ひろ のぶ



広報いいで 10

充
実
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
作
品
展
示

　

町
内
各
地
区
の
文
化
祭
は
、
公
民
館
や
小
中

学
校
な
ど
を
会
場
に
し
て
、
十
月
二
十
四
日
か

ら
十
一
月
一
日
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。
芸
能
発
表
、
も
ち
つ
き
大
会
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
映
画
上
映
な
ど
幅
広
い
年
代
が
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
ど
こ
も
地
区

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

文
化
祭
ら
し
く
、
趣
向
と
技
巧
を
凝
ら
し
た
力

作
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人

た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

農
産
物
と
海
産
物
を
新
鮮
直
売

　
「
い
い
で
秋
の
収
穫
祭
」
は
、
十
一
月
三
日
、

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
食
品
な

ど
を
直
売
。
み
ぞ
れ
の
降
る
寒
い
天
気
で
し
た

が
、
市
価
よ
り
も
安
く
買
え
る
こ
と
か
ら
多
く

の
お
客
様
が
詰
め
か
け
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今

年
も
本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
千
葉
県
南
房
総

市
の
皆
さ
ん
も
出
店
し
て
く
だ
さ
り
、
一
回
三

百
円
の
「
さ
ん
ま
つ
か
み
取
り
」
は
、
周
り
に

人
だ
か
り
が
で
き
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

い い で 秋 の 収 穫 祭
繋脂がのった旬のさんまつかみ取り。１回で20匹も
つかんだ人も　罫置賜農業高校飯豊分校の生徒たちは、
よさこいソーランの披露や町特産品を使った試食会を
開くなど、地元校として収穫祭を大いに盛り上げてく
れた　茎野菜、果物、乳製品、ジャム、花までとたく
さんの品が並んだ直売所　荊にぎわい再現プロジェク
ト委員の皆さんがカフェを出店。無料で温かい飲み物
をお客様に振る舞って体と心を温めるおもてなし

罫

茎

地区文化祭から

出品作品を紹介

NO_１NO_２NO_３

繋

荊



地 区 文 化 祭
蛍中部地区文化祭／来場者へ心のこもった抹茶のサービス。伝統文
化に触れることも大切な「文化祭」の一面　計白椿地区文化祭／パ
ネルいっぱいに貼られた地区活動の記録。写真一つひとつにせりふ
や模様があしらわれ、見ていて楽しい　詣東部地区文化祭／添川産
のそば粉を使い、上代そばの会の皆さんが打った新そばを限定販売。
おいしい笑顔が会場に溢れた　警西部地区文化祭／恒例のもちつき
大会のひとコマ。手ノ子小児童たちは、小学校で行われた学習発表
会の大役を終え、もちをおいそうにほお張っていた　軽中津川地区
文化祭／総勢約120人で33杓33尺におよぶ太巻き作りに挑戦。み
んなの心を一つにして見事完成。もちろん味も最高！

警 西 部 地 区

詣 東 部 地 区

計 白 椿 地 区 蛍 中 部 地 区

写
真
提
供
／
伊
藤
和
憲
さ
ん（
岩
倉
）

軽 中 津 川 地 区

NO_１ 中部地区　製作者／峯村洋子さん（黒沢）

生け花

NO_２ 白椿地区　製作者／北原辰夫さん（椿）

木製の羽黒山五重塔

NO_３ 東部地区　製作者／渡部九一さん（添川）

結束テープで編んだ「はけご」

NO_４ 西部地区　製作者／舩山健信さん（手ノ子）

４種類の木で彫った器

NO_５ 中津川地区　製作者／舩山莊三郎さん（下屋地）

般若心経を刻んだガラス皿

NO_４NO_５
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線224

　10月10日から３日間、中津川地区で「共存の森・全
国セミナー」がありました。ＮＰＯ法人共存の森ネッ
トワーク（東京都）が、里山の生活体験を目的に開催
し、関東や関西などの都市に住む高校生・大学生約40
名が参加しました。最終日には後藤町長や地元の人
たちを招き、野外調査活動の結果を報告。「中津川地
区は、森と共存しながら文化や産業などを発展させ
てきたことを感じました」などと発表がありました。

若者が中津川での体験を報告

「共存の森・全国セミナー」活動報告会

　10月９日、米沢電気工事協同組合青年部（遠藤浩
樹会長・長井市）が、町内の一人暮らしの高齢者宅
９軒を対象に電気保守無償点検活動を行いました。
これは、同組織が社会貢献活動として毎年、置賜３
市５町で順番に実施しているものです。会員１５名が
参加し、民生委員の方に立ち会ってもらいながら、
照明器具のランプ交換や清掃、配線の取り付け状態
の点検などを無償で行いました。

高齢者宅の電気保守安全点検

米沢電気工事協同組合青年部活動

　10月４日、町民総合センター「あ～す」で、コラール・
ド・めざみ＆少年少女合唱団「ミルキーウェイ」ジョイン
トコンサートが開かれました。両合唱団の世代を越えた歌
声が会場を魅了。合唱のほかに伊藤照美さん（椿）のマリ
ンバ独奏、伊藤信子さん（岩倉）の語り部、村田さち子先
生の詩の朗読など多彩なプログラムがあり、会場に詰めか
けたお客様は、それぞれに大きな拍手を送っていました。

世代を超えた歌声が会場を魅了

コラール・ド・めざみ＆ミルキーウェイジョイントコンサート



広報いいで 2009/11/1213

　10月20日、緑のふるさと公社が、中津川小中の児
童生徒16名を、ホテル「フォレストいいで」の昼食に
招待しました。地元の食材の豊かさを通し、改めて
地域の素晴らしさを実感してもらうことが目的です。
メニューは、「宇津沢かぼちゃ」を使ったスープや旬
のきのこのリゾットなど５品目。子どもたちは、身
近な食材がシェフの腕にかかると見違えることに驚
きながらも、料理をおいしそうに平らげていました。

地元の味を舌と心に

　10月14日、遠藤嘉昭さん（添川）は、自らが栽培す
る里芋畑に添川児童センターの園児21名を招待しま
した。子どもたちは、軍手をはめて、里芋掘りに挑戦。
背丈以上もある茎の刈り取りや芋に付いている根を
取る作業などを体験しました。掘った里芋は、その
まま園児へプレゼント。「里芋の本来の姿を知っても
らい、地元での楽しい思い出づくりになれば嬉しい
です」と遠藤さんは目を細めて話してくださいました。

芋煮会の芋は本当はこんな姿

News 町の話題

緑のふるさと公社、地元小中学生を食事に招待添川児童センター里芋掘り体験

飯豊町芸能発表会
 （あ～す）

高齢者体育レクリエーション大会
（白椿地区公民館）

米沢牛産地交流会in飯豊
（いいで旅館）

　中部地区では、県内で子どもを狙った不審者の報告件数
が多発していることを受けて、防犯活動を強化しています。
10月14日には、中部地区の防犯協会、地域連絡員、ゆり
ネット、長井警察署など関係者約20名が集まり、児童の下
校時間に合わせ、通学路の 立  哨 やパトロールを行いました。

りっ しょう

パトロール車のアナウンスには、第一小の児童の声を採用す
るなど、子どもたちへの注意も喚起。参加者からは「地域
の見守りが今後も大切だと思います」との話がありました。

地域が一体となった見守りを

中部地区で防犯活動を強化

 10
　  28

 10
　  18

10
　 14
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【
材
料
】（
４
人
分
）

◇
ヤ
マ
メ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
匹

◇
味
噌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌘
50

◇
山
椒　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
じ
１
杯

◇
砂
糖　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
じ
１
杯

【
作
り
方
】

虚
味
噌
、
山
椒
、
砂
糖
を
混
ぜ
合
わ
せ
る

許
ヤ
マ
メ
は
は
ら
わ
た
を
取
り
除
き
、
素
焼

き
す
る

距
②
の
両
面
に
①
を
塗
り
、
さ
ら
に
焦
げ
目

が
つ
く
ま
で
焼
い
て
、
出
来
上
が
り

簡
単
ヤ
マ
メ
の
田
楽

ふ
る
さ
と
の
山
と
川
の
恵
を
素
朴
に
味
わ
う

山
椒
を
合
え
た
味
噌
は
、
ど
ん
な

焼
き
魚
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す

　

義
理
の
祖
母
か
ら
教
わ
っ
た
手
軽
な
郷
土

料
理
で
す
。
川
魚
の
苦
手
な
方
も
、
香
ば
し

い
味
噌
の
風
味
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

ヤ
マ
メ
と
山
椒
は
、
地
元
で
採
れ
た
も
の

で
す
。
山
椒
は
、
こ
の
辺
で
は
昔
か
ら
お
腹

の
虫
を
駆
除
す
る
効
果
が
あ
る
言
わ
れ
る
な

ど
、
重
宝
さ
れ
て
き
た
薬
味
で
す
。
我
が
家

で
は
、
山
や
畑
に
生
え
て
い
る
山
椒
の
葉
を

摘
み
、
一
日
干
し
て
か
ら
ミ
キ
サ
ー
で
粉
に

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
使
っ
て
い
ま
す
。

辛
味
が
程
よ
く
、
と
て
も
良
い
香
り
が
し
、

食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　

山
椒
を
合
え
た
こ
の
味
噌
は
、
ヤ
マ
メ
だ

け
で
な
く
、
ど
ん
な
焼
き
魚
に
も
合
い
ま
す

し
、
ご
飯
や
豆
腐
に
か
け
て
も
お
い
し
い
で

す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
味
噌
を

塗
っ
て
か
ら
焼
く
と
き
は
、
焦
げ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

中津川地区
食生活改善推進員
鈴木芳子さん

Cooking料理
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児童図書

「みみかきめいじん」
かがくいひろし／作
講談社

みみかき名人のひょ・うーたん先生
と、弟子のひょうすけが、「みみかき
草」を手に、次々にやってくるお客
さんを相手に大奮闘。さて、今日の
お客さんは…？　独特のセンスあふ
れる、ユニークなおはなし。

児童図書

「つるばら村の大工さん」
茂市久美子／作　柿田ゆかり／絵　
講談社

つるばら村の大工・勇一さんのとこ
へ舞い込む不思議な注文。始まりは、
月見が原の小屋の修理でした…。季
節の輝きに満ちた、やさしいファン
タジー。

●開館時間　　午前９時～午後５時
●休館日　　　毎週月曜日・祝日・年末年始
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

episode

「信念のあるしつけ」

大切にしたい子育ての信条

清水昇／著　河出書房新社

江戸幕府は諸藩の実態を調査すべく、
さかんに間謀を使った。隠密同心、
監察役配下の公儀隠密、吉宗以降の
御庭番、対抗する諸藩の隠密…。赤
穂事件から新選組までの歴史的事件
に関わった50余人の実際を描く。

「江戸の隠密・御庭番」
一般図書

「外事警察」
麻生幾／著　日本放送出版協会

奴らにすべてをほんろうし尽くされ
ていた。日本という国家までも…。
テロリストと闘う「外事警察（ソト
ゴト）」と呼ばれる者たち。テロ対策
をテーマに、彼らの活躍と日本の危
機管理のあり方を問う長篇。

一般図書

●役場教育文化課子育て支援室
志72―2111内線160、163

●こどもみらい館
志72―3336

11月17日峨 10：30～　おはなし広場
　　19日牙 10：30～　救急講習会
　　26日牙 10：30～　かんがるー広場
12月１日峨 10：30～　あそびの広場
　　５日臥 10：30～　ブックスタート広場
　　９日我 10：30～　おはなし広場

（11月・１２月の日程）

釜救急講習会／講師 消防署飯豊分署職員
「子どもが異物を飲んだらどう
したらいいの？」。子どもの事
故を未然に防ぐ危険予測や救急
時の対応などを学びます。

11月19日状

こどもみらい館

10時30分～

子育て

FILE
フ ァ イ ル

Child & Book 子育てと図書

今月のおすすめ図書

　家族で楽しく過ごしたキャンプの帰り道、ひょ
んなことから、幼い弟はパンツを濡らし汚してし
まった。私たちの言いつけにもかかわらず、彼は
替えのパンツを準備していなかった。苦肉の策に
弟は「姉ちゃん貸してよ」と願う。「やだ！何であ

・

たし
・・
のパンツ貸さんなねなや」と姉は一切あしら

わない。ここで親が介入する。「貸してあげた
ら？」「いやだ！」と強情を張る姉。そんな子では
困るので、姉には車からしばし降りてもらう。親
が厳しい態度で頑張っていると、弟が「お父さん、
もうやめて、お姉ちゃんかわいそうだよ」と涙を
流して訴えってきた。姉もか細く反省の弁を語る。
　好きで怒る親はいない。どこまで強い態度を示
すべきか迷うことの方が多い。しかし「だめなも
のはだめ」と、信念を持って教えたかったのだ。
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Essay連載エッセー

　
「
気
を
つ
け
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」と
担

任
に
励
ま
さ
れ
、
前
か
ご
に
ゆ
り
の
花
束
を

載
せ
た
自
転
車
隊
は
、
校
区
の
あ
ら
ゆ
る
方

向
に
出
発
し
た
。

　

学
校
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
ゆ
り
園
」
が
で
き
て

以
来
、
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
ゆ
り
の
花

を
四
、
五
本
程
度
の
花
束
に
し
、
手
書
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
届
け
る
姿
が
あ
る
。
校

区
の
一
人
暮
ら
し
の
老
人
宅
の
ほ
か
に
、
学

校
で
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
施

設
や
お
店
に
五
・
六
年
生
が
届
け
る
ゆ
り
の

「
幸
せ
配
達
人
」
活
動
の
風
景
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
七
十
件
ほ
ど
の
配
達
を
計
画
し

た
子
ど
も
た
ち
が
、
二
十
三
の
班
に
分
か
れ

て
実
施
し
た
。
直
に
地
域
の
方
々
と
触
れ
合

い
子
ど
も
た
ち
へ
の
ね
ぎ
ら
い
や
感
謝
の
言

葉
を
お
聞
き
し
、
期
待
さ
れ
て
い
る
自
分
た

ち
や
自
分
た
ち
の
活
動
に
自
信
と
誇
り
を
感

ず
る
こ
と
の
で
き
る
瞬
間
で
も
あ
る
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
東
京
都
の
方
か
ら
の
手

紙
が
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
母
の
手
術
を
控
え

て
帰
省
し
て
い
た
と
き
、
活
動
に
出
会
い「
一

人
暮
ら
し
の
母
の
周
り
に
こ
ん
な
子
ど
も
た

ち
が
い
て
、
素
晴
し
い
故
郷
が
あ
る
こ
と
を

幸
せ
に
思
う
」
と
の
内
容
の
手
紙
で
あ
っ
た
。

　

学
校
で
は
学
習
内
容
や
時
数
が
増
え
て
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
り
合
う
時
間
の
減
少
に
心

を
痛
め
る
毎
日
で
あ
る
。
離
れ
て
も
い
つ
か

は
帰
っ
て
く
る
こ
と

の
で
き
る
掛
け
替
え

の
な
い
郷
土
を
思
い
、

地
域
の
人
の
温
か
さ

や
思
い
を
し
っ
か
り

と
感
じ
取
る
こ
と
の

で
き
る
活
動
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。

「ゆりの『幸せ配達人』活動から」

第一小学校　大道寺髙明 校長

　

旅
は
発
見
で
あ
る
。
大
航
海
時
代
の
新

大
陸
発
見
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
東
方
ア

ジ
ア
へ
活
路
を
求
め
た
海
外
探
検
の
歴
史

の
一
ペ
ー
ジ
だ
。
そ
ん
な 
大  
袈  
裟 
な
歴
史

お
お 

げ 

さ

物
絵
巻
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
ほ
ど
の
旅
を

私
も
三
日
間
経
験
し
た
。

　

十
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
三
日
間
、

「
第
九
回
全
国
散
居
村
サ
ミ
ッ
ト
」が
島
根

県 
斐  
川  
町 
で
開
催
さ
れ
飯
豊
町
か
ら
長
沼

ひ 

か
わ 
ち
ょ
う

桂
子
副
議
長
、
後
藤
洋
総
合
政
策
室
長
と

共
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
何
と
十

月
上
旬
の
三
日
間
だ
。
こ
の
時
期
が
い
か

に
特
別
な
時
で
あ
る
こ
と
か
。
米
ど
こ
ろ

で
は
最
も
多
忙
を
極
め
る
穫
り
入
れ
の
時

期
で
あ
り
、
分
刻
み
の
毎
日
で
職
場
を
一

日
た
り
と
も
離
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
無

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

空
飛
ぶ
飛
行
機
は
墜
落
す
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
強
迫
観
念
は
、
横
山
秀
夫
著

『
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ハ
イ
』を
読
ん
で
以
来
頭

か
ら
離
れ
ず
、
遠
い
出
雲
の
国
ま
で
列
車

を
乗
り
継
い
で
旅
す
る
わ
が
ま
ま
を
許
し

て
い
た
だ
い
た
か
ら
、
私
に
と
っ
て
は
ま

さ
に
大
航
海
並
み
の
長
旅
と
な
っ
た
。

　

赤
湯
駅
か
ら
岡
山
駅
ま
で
の
行
程
は
想

定
内
の
風
景
で
あ
る
。
し
か
し
、
岡
山
駅

か
ら
出
雲
市
駅
ま
で
の 
伯  
備 
線
沿
線
、
中

は
く 

び

国
山
地
縦
断
の
車
窓
の
眺
め
は
、
生
れ
て

初
め
て
体
験
す
る
感
動
の
風
景
だ
。
列
車

は
急
峻
な
山
々
の
間
を
縫
う
よ
う
に
走
る
。

時
折
眼
前
に
現
れ
る
集
落
は
、
棚
田
の
中

腹
に
あ
り
、 
畦  
畔 
は
石
垣
で
出
来
て
い
る
。

け
い 
は
ん

　

住
み
慣
れ
た
わ
が
ふ
る
さ
と
の
里
山
散

居
村
風
景
と
は
あ
ま
り
に
対
照
的
な
姿
を

垣
間
見
て
、
列
車
の
旅
の
選
択
が
正
解

だ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
散
居
村
の
謎
」
に

つ
い
て
力
説
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
散
居
村
は
ど
う
し
て
で
き
た

の
か
。
田
ん
ぼ
と
暮
ら
し
が
一
体
だ
っ
た

こ
と
、
水
の
確
保
に
苦
心
し
た
こ
と
、
外

敵
が
い
な
い
平
和
な
村
で
あ
っ
た
こ
と
、

も
と
も
と
農
民
は
対
等
平
等
で
あ
っ
た
こ

と
、
散
居
は
理
想
の
土
地
利
用
、
な
ど
、

山
間
の
棚
田
の
村
や
平
野
の
集
村
と
は
明

ら
か
に
異
な
る
何
か
が
そ
の
集
落
形
成
に

隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

島
根
県
斐
川
町
へ
の
行
程
は
、
新
大
陸

発
見
な
ら
ぬ
「
散
居
の
謎
」
発
見
の
旅
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

連　載

「
散
居
村
の
謎
」

　

後　

藤　

幸　

平

亨

地域の方 と々の交流を育む「幸せ配達人」活動

だいどうじ・たかあき
1951年１月、長井市生ま
れ。荒砥小、手ノ子小校長
などを経て08年４月より
当校に着任。趣味は、彦一
凧（たこ）づくり。これま
で50枚以上製作。教育者
としてのモットーは「子ど
もの良いところを見つけ、
自信を持たせ、伸ばしてあ
げること」。長井市在住

Profile
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美
し
い
日
本
の
村

未
来
へ
継
承
の
契
り

■「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合

■
全
国
散
居
村
サ
ミ
ッ
ト

報 告

写真／椿・辻地内

ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合定期総ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合定期総会会
定期総会を大蔵村で開催― 新たに15村が加盟 ―
　10月６日、大蔵村を会場に、ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連
合定期総会が開かれました。町からは、町長代理として嘉藤輝雄総
務企画課長が出席したほか、研修を目的に「にぎわい再現プロジェ
クト委員会」の伊藤志津可さん（椿）と梅津優子さん（手ノ子）が参加。
　総会では、ブランド戦略のもと、地域の魅力を全国に発信し、
地域経済の活性化を目指して取り組んだ事業などが報告されまし
た。さらに長野県 小  川  村 や島根県

お がわ むら

 海  士  町 など新たに15町村・地域
あ ま ちょう

の加盟を承認。組織力が強化され、一層のブランド価値の向上が
期待されます。
　町は、これからも連合の事業と連携をとりながら、飯豊の美し
い景観と里山文化を将来にわたり磨きをかけていきます。

全国散居村連絡協議会「全国散居村サミット全国散居村連絡協議会「全国散居村サミット」」

散居村の文化的価値を全国へ発信することを確認
　１０月８日と９日、島根県 斐  川  町 で「全国散居村サミット」が

ひ かわ ちょう

開かれました。全国から散居村を持つ6自治体が参加。本町か
らは後藤幸平町長と長沼桂子町議会副議長が出席しました。
　サミットでは「散居村を守るためには農業の再生が必要不可
欠であり、地域コミュニティが元気であることが重要」などの
意見が出されました。後藤町長からは「まちづくりには若者の
参加が大切」とし、「にぎわい再現」への取り組みなどを報告し
ました。意見交換後、散居景観の保全や文化的価値の情報発信、
参加自治体間の交流と連携などをうたった共同宣言を確認。
　サミットでは、そのほか斐川町内の現地視察や記念講演など
が行われ、自治体間の親交を深めました。

全国散居村サミット◎散居村の特性を生かしたま
ちづくりと共通の課題解決に向けた情報交換・交
流連携を目的とする。全国散居村連絡協議会に加
盟する砺波市（富山県）、高岡市（同）、入善町（同）、
奥州市（岩手県）、飯豊町、斐川町（島根県）が出
席。サミットは２年に１回開催

肘
折
温
泉
街
に
掲
げ
ら
れ
た
総
会
の
横
断
幕

ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合◎2005年
10月に設立された特定非営利活動法人。村の景
観や文化の保全によりブランド力を高め、地域経
済の活性化などを目指す。北海道美瑛町や岐阜県
白川村など33町村・地域のほか賛同する法人・個
人も参加。飯豊町は、08年10月から加盟している

サ
ミ
ッ
ト
会
場
で
の
意
見
交
換
の
様
子
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飯
豊
町
長
、
町
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
た
渡
部
孝
吉
さ
ん
（
中
）
が
、
十
一
月
三

日
午
後
六
時
八
分
に
、
肺
気
腫
の
た
め
公
立

置
賜
総
合
病
院
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
八
十

五
歳
で
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
町
議
会

議
員
と
な
り
、
昭
和
五
十
九
年
ま
で
連
続
七

回
当
選
。
そ
の
間
、
産
建
常
任
委
員
長
、
副

議
長
、
議
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭

和
五
十
九
年
か
ら
四
期
十
六
年
間
、
町
長
を

務
め
ら
れ
、
住
民
の
幸
福
を
追
求
し
、
持
ち

前
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
町
の
発
展
に
全
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。
引
退
後
の
平
成
十
三
年

に
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
勳
四
等
旭
日

小
綬
章
を
受
章
。

　

葬
儀
は
十
一
月
九
日
、
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
「
あ
～
す
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
藤

町
長
を
は
じ
め
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参

列
し
、
渡
部
さ
ん
の
業
績
と
人
柄
を
し
の
び

な
が
ら
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

（敬称略）

◆統計調査永年協力農林水産大臣
感謝状（協力期間５年以上10年
未満）／山口正春（高峰）

◆西置賜地区読書感想文コンクール
鴨入選／渡邊凌太郎（第一小）、山
口万輝（同）、加藤早紀（同）五
十嵐柚衣（第二小）、梅津優香
（手ノ子小）、齋藤麻衣（同）
◆山形県緑化運動育樹運動標語及
びポスター原画コンクール
鴨標語・入選／村井駿斗（添川小）
◆長井地区防犯協会連合会防犯作
品コンクール
鴨標語・佳作／
　渡部倖大（手ノ子小）
◆西置賜地区防火ポスター
鴨優秀／長岡いずみ（第一小）
鴨佳作／小浦翼（第一小）
鴨入選／佐藤史都（第一小）、古川
学之（同）、加藤知（同）、鈴木光
（手ノ子小）、渡部倖大（同）、太
田渉（添川小）、田辺渚（同）
◆秋桜杯パークゴルフ交流大会
鴨男子／距五十嵐健一（小白川）
鴨女子／虚二瓶ちよ（小白川）
◆町総合体育大会
【ゲートボール大会】
鴨団体／虚東部許小白川距高峰
鴨最優秀選手／
小笠原源之助（東部）

鴨優秀選手／鈴木金美（小白川）
【グラウンド・ゴルフ大会】
鴨男子団体／虚東部虚中距手ノ子
鴨女子団体／虚小白川許椿距萩生
鴨最優秀選手／横沢市郎（東部）、
佐藤陽子（小白川）
鴨優秀選手／長岡秀雄（中）、後藤
とみ子（椿）
鴨男子個人／虚横沢市郎許長岡秀
雄距中村喜重
鴨女子個人／虚後藤とみ子許渡部
きよ距佐藤良子

【パークゴルフ大会】
鴨男子／虚井上克夫許嘉藤直昭距
飯沢功明

鴨女子／虚二瓶ちよ許上田輝子距
渡部きよ

◆駅伝競走大会
鴨小学生男子／虚鈴木大地・鈴木
春記・鈴木涼志チーム

鴨小学生女子／虚今野瑞帆・小川
さおり・土屋美久チーム

鴨中学生以上男子／虚齋藤涼太・
梅津昌樹・嘉藤貴央チーム

鴨中学生以上女子／虚横澤汐音・
松村知実・八島奈緒チーム

鴨マラソン男子／虚渡部将吾
鴨マラソン女子／虚石原花凛
◆町長杯グラウンド・ゴルフ大会
鴨男子／虚横沢市郎許橋本清距井
上克夫

鴨女子／虚佐野陽子許小松輝子距
髙橋芳子

◆置賜地区小学生バレーボール親
善交流大会

鴨６年女子の部優勝／白椿バレー
ボールスポーツ少年団

鴨５年女子の部優勝／白椿バレー
ボールスポーツ少年団

◆西置賜地区縦断駅伝競走大会
鴨総合３位／飯豊町
選手は区間順に、小川さおり、
齋藤綾、鈴木春記、伊藤敏昭、寒
河江宏、菅野邦彰、山口廣紀、舩
山信一朗、鈴木美稀、土屋達也
◆西置賜地区秋季交流大会
鴨優勝／白椿ソフトボールスポー
ツ少年団

10月10日、白鷹町で行われた西置賜地区
秋季交流大会で優勝を果たし、喜ぶ白椿ソ
フトボールスポーツ少年団ナイン

元町長

渡部孝吉さんが死去

リーダーシップを持って

町の発展に全力を尽くす

追
悼
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役 場 住 民 税 務 課
納 税 支 援 室

拶72―2111
内線125・126

滞納が招く行政サービスの低下を懸念

祉、教育、公共工事など皆さんの生活にかかわ
るさまざまな行政サービスは、税金でまかなわ

れています。住民の皆さんに確実に税金を納めていた
だくことで、安心して暮らせるまちづくりが可能とな
ります。納める税額は、所得や財産に応じて平等な義
務として課税されています。
　しかし昨今、納税が遅れがちな方が見受けられます。
一部の滞納者が原因となり、税収が落ち込み、たとえ
ば国保税などの税率が引き上がったり、行政サービス
が低下したりすることが懸念されます。このことを十
分ご理解の上、納期限内の納税について引き続きご協
力をお願いします。

福

町 税「 滞 納 の 整 理 」に つ い て

役場住民税務課納税支援室志72―2111内線125・126

Tax 税金に関するお知らせ

町では、法令を守り、納税義務の平等性を確保するため、
滞納があるときは公正な姿勢で滞納処分を実施します。

「滞納処分」で公正な納税を

促状を発送した日から１０日を経過した日まで完
納されない場合には、財産の差し押さえをしな

ければならないと法律で定められています。「滞納処
分」とは滞納を解消するための一連の手続きのことを
いい、「差し押さえ」を含む強制的な執行も含まれます。
虚財産調査

　滞納が発生した場合、財産調査を行います。滞納者
の現在の状況を把握するもので、預貯金や不動産を中
心に行われます。調査の結果、能力があるにもかかわ
らず納税していない方については、強制的な差し押さ
えが実施され、納税能力がないと判断された方につい
ては、執行停止の処分となり納税は保留されます。
許差し押さえ

　財産調査の結果、納税する能力があるにもかかわら
ず納税しない滞納者に対して預貯金や不動産などの差
し押さえを実施します。ただし、滞納者の最低限の生
活の維持に配慮したかたちで行われます。差し押さえ
た預貯金などの財産は、町税に充当されることになり
ます。

督

　町では納税相談を常時受け付
けています。病気や災害そのほ
か特別な事情で納税が困難な場
合は気軽にご相談ください。「分
割納付」「自主的な財産処分」「多
重債務の整理」などさまざまな
対応を検討し、総合的な支援と
指導に努めます。なお、お聞き
した情報は外部に漏らすことは
一切ありません。

納 税 相 談
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

　これまで検討を重ねてきました西置
賜地区の県立高校再編整備について
「中間まとめ」を報告します。
◆日時／11月25日㈬ 19：00～20：30
◆場所／町民総合センター「あ～す」
◆内容／「中間まとめ」の概要説明など
◆参加方法／直接会場にお越しください
◆その他／託児サービス（無料）を実
施します。詳細は下記のホームペー
ジをご覧ください
◆問合せ先／県教育庁高校教育課高校
改革推進室緯023―630―3067
http://www/pref.yamagata.jp/
ou/kyoiku/700013/

　県議会では、地元議員による地域の
課題や施策について審議を行う地域議
員協議会を開催します。
◆日時／11月17日㈫ 13：00～
◆場所／置賜総合支庁講堂（米沢市）
◆参加方法／直接会場にお越しください
◆問合せ先／県議会事務局政策調査室
緯023―630―2846

◆車種／トヨタハイエース車椅子仕様車
◆初年度登録／平成12年５月
◆走行距離／約187,000㎞
◆申込締切／11月20日㈮まで
◆申込方法／指定の申込書で申し込み
◆その他／希望者が複数の場合は、入
札となります。譲渡に必要な経費は、
すべて譲受人の負担となります
◆申込・問合せ先／町介護老人保健施
設「美の里」緯86―2117

西置賜地区高校教育の在り
方について地域説明会開催

地元県議会議員による
地域議員協議会のご案内

町で使用しなくなった
公用車を払い下げします

◆日時／12月３日㈭ 13：30～
◆場所／中部地区公民館
◆内容／講演「体に良い食べ物の話」
ＮＰＯ法人食育ママ 加藤弥栄子理
事長

◆参加費／無料
◆定員／先着150名　
◆申込・問合せ先／住民税務課生活環
境室緯72― 2111内線133または町
健康福祉課健康医療室緯86―2338

　町では、2010年度版の「やまがた県
民手帳」などを販売しています。お求
めになりたい方は、下記までお問い合
わせください。
◆品名・価格
焔やまがた県民手帳／600円
焔農業日誌／1,400円
焔ファミリー日誌／1,400円
焔新農家暦／490円
◆販売期間／12月18日㈮まで
◆申込・問合せ先／役場総務企画課総
務情報室緯72―2111内線225

　米沢養護学校では、文化祭「よねよ
うまつり」を開催します。児童・生徒
の作品などぜひご覧ください。
◆日時／11月21日㈯　９：30～12：15
◆場所／県立米沢養護学校（米沢市）
◆内容／焔中学部、高等部、訪問教育、
やまなみ学園分教室の作業学習で製
作した製品販売　焔小学部児童の活
動にかかわる展示など

◆問合せ先／米沢養護学校
緯0238―38―6101

2010年度版県民手帳などの
販売について

米沢養護学校
「よねようまつり」のご案内

食の安心・安全講演会
　警察では、けん銃摘発に至った情報
提供に対して、報奨金のお支払いをす
る「けん銃110番奨励制度」を実施し
ています。実名・匿名を問わず、あな
たの情報によりけん銃などの銃器が押
収され、かつ犯人が検挙されたときは、
けん銃などの銃器１丁につき、10万
円を目安として報奨金が支払われます。
◆通報先／錆0120―10―3774 通話料無料

　山形県の最低賃金は１時間631円で
す。この最低賃金は、10月18日から
効力を発生し、県内で働くすべての労
働者に適用されています。
◆問合せ先／山形労働局労働基準部賃
金室緯023―624―8224

　過重労働による健康障害の防止や賃
金不払い残業の解消には、時間外労働
に対する適切な対処が必要です。11
月の「労働時間適正化キャンペーン」
に合わせて、無料相談ダイヤルを開設
します。お気軽にご相談ください。
◆日時／11月21日㈯９：00～17：00
◆相談先／錆0120―794―713 通話料無料

　試験的に長井ダムの貯水を行います。
その間、ダムから野川水系への放流が
止まります。防火活動に支障が出ます
ので、火の元には十分ご注意ください。
◆対象／野川水系（中、萩生の一部）
◆期間／11月30日㈪の１日程度
◆問合せ先／野川土地改良区
緯84―1294

銃器犯罪のない
安全な社会を築くために

山形県最低賃金について

労働時間無料相談ダイヤル

野川水系の一部で
川の水が止まります



広報いいで 2009/11/1221

Information お知らせInformation お知らせ

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

10月分　　（　）内は対前月比

11転入2,400（  -3）世帯数
16転出4,049（  -3）男人　

口
5出生4,295（  -6）女
9死亡8,344（  -9）計

人の動き

（10月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

髙　田　大　介さん
草　刈　祐　子さん

米  沢  市（添  　  川    
中　澤　貞　範さん
高　田　直　美さん

手  ノ  子（川  西  町    
伊　藤　　巧　さん
山　口　久美子さん

   椿　（南  陽  市    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  一　重（亜都美手 塚 元 

げ ん

 稀 く　ん
き

黒沢

  達　夫（あつみ朝 倉　　 心 　ちゃん
こころ

萩生

  　隆　（紀　子尾　形　 実 　 莉 ちゃん
みの り

松原

  智　皓（あけみ伊　藤　 夢 　 唯 ちゃん
め い

高峰

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
89山 口 き よさん中郷小白川
65佐 藤 忠 一さん深淵西黒沢
86渡 部 ち うさんひめさゆり添川
88井 上 き ぬさん二本松・五反田黒沢
93田 辺 ゑ つさん大旦添川
99髙 橋 はつゑさん東山添川
85後 藤 吉 藏さん石原萩生
91黒 澤 み よさんひめさゆり添川
83佐 藤 喜美子さんひめさゆり添川

◇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終
了
後
、
い
い

で
応
急
手
当
普
及
員
会
の
田
辺
隆

会
長
か
ら
「
今
の
救
命
処
置
は
、

一
昔
前
と
違
っ
て
、
脈
拍
を
と
っ

た
り
す
る
余
計
な
手
間
は
一
切
な

い
。
一
刻
も
早
く
脳
に
血
液
を
送

る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
い
る
」
と

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
応
急
手
当

の
方
法
は
日
進
月
歩
と
も
。
応
急

手
当
て
に
対
す
る
無
知
と
誤
解
が
、

万
が
一
の
と
き
家
族
の
命
と
脳
に

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
会
得
が

い
か
に
大
切
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

▽
弊
紙
「
広
報
い
い
で
」
が
、
テ

レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
十
一
月
十
七
日
峨
午

後
六
時
十
七
分
、
山
形
テ
レ
ビ
で

の
放
送
予
定
で
す
。　　
（
横
山
）

　本町の合唱組曲「飯豊山」を作曲し
た池辺晋一郎先生の作品、オペラ「小鶴」
が上演されます。ぜひお見逃しなく。
◆日時／11月29日㈰  開演15：00
◆会場／長井市民文化会館
◆前売券／一般1,500円（当日1,700円）
高校生以下800円（当日1,000円）

◆販売・問合せ先／町民総合センター
「あ～す」緯72―3111

　高校、大学など入学時・在学中の費
用を対象とした公的な融資制度です。
お気軽にご相談ください。
◆融資額
　学生・生徒１人あたり300万円以内
◆利率／年2.5％（10月15日現在）
◆対象となる学校
高校、短大、大学、専修学校、各種
学校、外国の高校など

◆返済期間／15年以内
※交通遺児家庭または母子家庭の方に
ついては18年以内

◆使途／入学金、授業料、教科書代、ア
パート・マンションの敷金・家賃など

◆返済方法／毎月元利均等返済
※ボーナス時増額返済も可能
◆保証／㈶教育資金融資保証基金
※連帯保証人による保証も可能
◆申込・問合せ先／日本政策金融公庫
米沢支店緯0238―21―5711
「国の教育ローン」コールセンター
緯0570―008656

「国の教育ローン」のご案内

池辺晋一郎作曲
オペラ「小鶴」上演のご案内

①モンテ絆リボンを無料配布します
　　モンテディオ山形のＪ１残留への
願いを込めて、手首にリボンを結び
スタジアムで応援しよう。リボンは、
役場教育文化課生涯学習室で無料配
布しています。

②モンテ絆応援チケット事前販売
◆券種／バックスタンド南席
◆価格／2,200円（当日券の30％引き）

小中高生は無料（数量限定）
◆対象試合とチケット販売期間
◇11月21日㈯大宮アルディージャ戦
　チケット販売期間／11月13日㈮まで
◇12月５日㈯ 横浜Ｆ・マリノス戦
チケット販売期間／11月30日㈪まで
◆販売窓口／役場教育文化課生涯学習室
◆販売時間／平日９：00～17：00
◆問合せ先／役場教育文化課生涯学習
振興室緯72―2111内線162、160

　がんを含めた病気や診療に関する相
談をお受けする「相談支援センター」を
設置しています。どうぞ利用ください。
◆相談受付方法
①予約制ですので、事前に下記までご
連絡ください
②院内の総合案内か新患受付で申込書
を記入し、申しつけください
◆受付時間／平日９：00～16：00
◆相談時間／約30分
◆相談料／無料
◆その他／相談内容の秘密厳守
◆申込・問合せ先／公立置賜総合病院
医療連携室緯0238―46―5000（内線
1902）

モンテ絆リボンプロジェクト

公立置賜総合病院
相談支援センターのご案内
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十
一
月
一
日
、
手
ノ
子
地
区
で
は
今

年
で
六
回
目
と
な
る
「
宇
津
峠
歩
こ
う

会
」
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
約
百
名
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
年
代
は
幅

広
い
。
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
方
で
は
東

京
都
か
ら
の
お
客
様
も
参
加
し
て
い
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
準
備
を

進
め
て
き
た
の
は
、
手
ノ
子
地
区
協
議

会
宇
津
峠
部
会（
髙
橋
純
部
会
長
）。
平

成
十
五
年
に
設
立
さ
れ
、
地
域
の
歴
史

と
文
化
の
遺
産
で
あ
る
宇
津
峠
を
守
り
、

そ
し
て
峠
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
る
。

　

宇
津
峠
を
含
む
越
後
米
沢
街
道
（
十

三
峠
）
は
、
今
年
三
月
に
東
北
風
景
街

道
協
議
会
か
ら
「
日
本
風
景
街
道
」
に

登
録
さ
れ
た
。
明
治
十
一
年
に
通
過
し

た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
称
え
た
そ
の

美
し
い
景
観
と
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
が
、

今
、
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。

　
「
特
に
宇
津
峠
は
石
碑
や
史
跡
が
多

く
残
っ
て
い
る
峠
で
す
」
と
髙
橋
部
会

長
は
胸
を
張
る
。

　
「
歩
こ
う
会
」
に
向
け
、
役
員
の
方
た

ち
は
、
開
催
前
に
集
ま
り
、
遊
歩
道
の

往
復
約
五
㌔
の
草
刈
と
側
溝
の
泥
上
げ

な
ど
を
行
っ
た
。
参
加
者
に
安
全
に
、

そ
し
て
気
持
ち
よ
く
歩
い
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
の
作
業
だ
っ
た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
落
合
地
蔵
尊
で
一

私
は
、
う
れ
し
い
日
光
を

浴
び
て
い
る
山
頂
か
ら
、

米
沢
の
気
高
い
平
野
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
て
、

嬉
し
か
っ
た
。

（
平
凡
社 
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー『
日
本
奥
地
紀
行
』か
ら
転
載
）

英
国
女
性
旅
行
家

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
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人
ひ
と
り
が
手
を
あ
わ
せ
、
無
事
故
を

祈
る
。
そ
し
て
峠
を
登
り
始
め
る
。
か

つ
て
先
人
た
ち
が
そ
う
し
た
よ
う
に
。

　

コ
ー
ス
は
至
っ
て
歩
き
や
す
く
、

ロ
ー
プ
を
つ
か
ん
で
歩
く
急
な
場
所
は

一
カ
所
だ
け
。
全
体
的
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
は
な
だ
ら
か
で
、
子
ど
も
た
ち
は
最

後
ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。
大
人
は
風
景

と
会
話
を
楽
し
ん
で
歩
く
余
裕
が
あ
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
先
人
た
ち
に
と
っ
て

山
道
を
切
り
開
く
こ
と
や
冬
の
峠
越
え

は
、
命
が
け
の
こ
と
だ
っ
た
。
道
普
請

供
養
塔
、
大
比
戸
の
雪
崩
難
所
な
ど
が

そ
れ
ら
を
物
語
る
。
宇
津
峠
を
歩
い
て

い
る
と
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
時
代

へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
に

感
じ
る
時
が
あ
る
。「
歩
こ
う
会
」に
は
、

山
道
を
楽
し
む
ほ
か
に
も
、
郷
愁
の
念

に
駆
ら
れ
る
魅
力
も
潜
ん
で
い
た
。

明治27年の宇津峠九十九折道
（つづらおりどう）

宇 津 峠

うつとうげ◎置賜地域と新潟県
下越地域を結ぶ越後米沢街道
（十三峠）の１つ。十三峠の中で
最も難所とされ、人力による背
負子（しょいこ）が活躍した。切
腹松跡、馬頭観世音碑、介（たす
け）茶屋跡、道普請供養塔など史
跡が数多く残っているのも特徴

虚辺りの風景を楽しむ参加者。「イザベラの道」の
標識から向こうは、大久保峠や黒沢峠などを越え、
小国町へと道は続く　許出発前、スタート地点の
落合地蔵尊に手をあわせる参加者。　距「イザベ
ラ・バード遠望の地」で景色を楽しみながらしば
し休憩。置賜盆地を見渡す眺めは絶景　鋸諏訪神
社大明神が祭られていた場所には、今も道普請供
養塔などが現存する。「歩こう会」の発展と行程の
安全を願い、参加者全員で祈祷した。コースはこ
こで織り返す　漁きれいな空気と枯葉のじゅうた
んが心地よく、歩きやすい。だれ一人リタイヤせ
ずに参加者全員が約５㎞のコースを歩ききった

漁

P h o t o g r a p h

鋸

許

距

　手ノ子は宿場町として栄えたところです。
国道が整備されてからは、年々その面影を感
じることが難しくなってきています。町の皆
さんにも宇津峠を歩いてもらい、史跡を訪ね、
歴史の歩みを感じ、自分たちのルーツに思い
を馳せてもらえれば本懐です。

In terv iew

歴史の“歩み”を

感じて欲しい
手ノ子地区協議会
宇津峠部会長
髙 橋 純 さ ん

宇 津 峠 歩 こ う 会 コ ー ス宇 津 峠 歩 こ う 会 コ ー ス

国道113号

宇
津
川

至 長井市

至 小国町

宇津明神
道普請供養塔 介茶屋跡

イザベラ・バード
遠望地

大比戸の
雪崩難所

切腹松跡

落合地蔵尊
馬頭観世音碑TURN

START
&GOAL

虚
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この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

阪野吉平さん（川西町）
　カメラを持って中津川に通い始めてから早くも20年近く
なります。以前は人物のポートレートを主体に撮影していま
したが、このごろは歳のせいか草木花などにカメラが向くよ
うになりました。今回、その花で受賞できて喜んでいます。

撮影者

写真家 佐藤秀明先生の講評
　春を待ちわびる人々の思いを見透かしたように花開く福寿
草。うれしい季節の温かい光景です。作者もそんな思いで撮
られたのでしょう。ただし、縦位置写真なので遠景の子ども
が生きてきません。画面を半分に切って上を少し切り詰めた
横位置写真にすると子どもがいきいきして、春の喜びがさら
に伝わってきます。子どもをとるか、情緒をとるかですね。

【特別賞作品】

中

津

川

早

春

（
撮
影
場
所
／
中
津
川
地
内
）

写真は、平成20年度に開催されました「未来につなぐいいでフォトコンテスト」で入賞された作品です。
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